
第１回鹿児島地方裁判所委員会議事概要

１ 開催日時

平成１５年１２月４日（金）午後１時３０分～午後３時４５分

２ 場 所

鹿児島地方裁判所大会議室

３ 出 席 者

（ ） ， ， ， ， ， ，委員 佐藤武彦 田原秀子 たもつゆかり 豊重哲郎 永里明美 中村雅麿

野田健太郎，平田 豊，堀之内孝子，龍造寺秀仁

（庶務）堀ノ内考造事務局長，千住敏彦総務課長，永田良寛総務課課長補佐

（オブザーバー）中島文生民事首席書記官，山村秀之刑事首席書記官

４ 議 事

・ 開会宣言（総務課長）

・ 鹿児島地方裁判所長あいさつ

・ 各委員の自己紹介

・ 委員長選出及び就任あいさつ（○：委員長，■Ａ～Ｉ：委員）

全委員の賛同により，委員長に鹿児島地方裁判所長が選出され，あいさつが

あった。

・ 鹿児島地方裁判所委員会の議事手続について

ア 委員会の招集について

委員会は委員長が招集する。

イ 議事の公開等について

・ 委員会の議事概要を裁判所ホームページに掲載する。

・ 委員会終了後，委員長が，報道機関に対し，議事内容に関するレクチャ

ーを行う。

ウ 開催回数について



委員会は，年２回程度開催する。

エ 意見交換等（裁判所のイメージなどに関するフリートーキング）

■Ｈ 鹿児島地方裁判所のホームページについて，更新を速やかに行うとと

もに，内容（コンテンツ）を充実して欲しい。

（※ ■Ｇからも同様の意見が述べられた ）。

■Ｃ 私の周囲では，破産の手続について，何処に行ってどうしたらいいの

か知らない人が多い。裁判所で教えてもらえるということであれば，そ

の点の宣伝が不足していると思う。また，保護司等の研修会に対して，

裁判所からの講師派遣が可能であると伺ったが，そういうことも全く知

らなかった。他にも裁判所でやっていることがあれば，是非積極的にピ

ーアールに努めていただきたい。

■Ｈ 裁判所は活動内容が見えにくい組織だと思う。何をやっているかとい

うことを，もっと積極的にアピールすべきである。裁判所が身近なもの

だということを知ってもらい，市民の中に溶け込むことによって，敷居

の高さが取り払われると思う。

， ，■Ｄ この委員会のことが新聞に掲載されていたが そういう機会を逃さず

その他の情報も併せて掲載してもらうよう働きかけるような積極性を持

ってもらいたい。

■Ｇ 裁判所は，広報に関しては基本的に待ちの姿勢であると思うが，もと

もと司法には取っつきにくいところがあり，新聞等に記事が出ていても

あまり関心をもたれないことが多いのも事実である。

■Ｅ 裁判所のホームページを見させていただいたが，下級裁判所に関して

は以前は住所だけの掲載であったものが，裁判所へのアクセス方法や判

例速報等が掲載されるようになっており，かなり充実してきたという印

象を持った。なお，最高裁判所のホームページには全裁判官の顔写真が

コメントとともに掲載されているが，下級裁判所のホームページでは所



長のみの掲載である。顔写真が掲載されることで，近寄りがたいイメー

ジの裁判官に対して，親しみやすさが増すと思われるので，一考願いた

い。

■Ｇ 裁判官の中には顔写真を公にされることに抵抗を覚える人もいると思

われること，裁判で敗訴した人が裁判官に恨みを持っているケース等も

考えられることから，方法論も含めて慎重に検討する必要がある。

■Ｂ これからの裁判所は，何かあった時の裁判所ではなく，何もない時の

裁判所という存在にならなくてはいけないと思う。裁判所は人権を守る

砦であり，裁判所に駆け込みさえすれば何とかなるということを，裁判

所から積極的に情報を発信していく必要がある。

■Ａ 以前，知り合いから，倒産しそうなのだが何処に相談したらいいか教

えてくれと言われたことがあったが，答えられなかった。やはり，裁判

所は何をやっているのかを，私たちに分かりやすく周知することが急務

である。

■Ｄ 何か会った際に，当初から裁判所に来られる方は，少なくとも裁判所

に行けばそれなりの手続があることを知っている。問題なのは，全く知

らない人への周知をどうすればいいかということである。

■Ｃ 裁判所は，市民がもっと気軽に利用できるよう努力するすべきだと思

う。今でも，裁判所構内に入っている人を見ると，あの人は何かやった

んだという意識で見てしまうところに問題がある。

■Ｆ 裁判所というところは，非常に控えめなところであり，情報発信にし

ても待ちの姿勢に終始しているように思われる。これから，国民の声を

生かして，国民のための司法を実現するためには，ピーアールのための

予算を確保することはもちろんのこと，あらゆる面で改革していく必要

がある。

なお，近年，裁判所の受付窓口の充実ぶりには満足している。



■Ｉ 裁判所は，国民の声に耳を傾けるとか，公開するという点で，決して

十分ではないと感じている。これからの時代は，国民からの理解を得る

ために，いろいろな場面で積極的に説明責任を果たしていかなければな

らないし，説明する際には，相手方（国民）が分かるように説明しなけ

ればならない。裁判所の判決は一般の人が見ると理解できない言葉が羅

列されており，これが司法を遠いものにしていると良く言われる。これ

からはそれではいけないのだと思う。

■Ｄ 裁判所は罪を裁くだけでなく，罪に至るまでの過程において，犯罪を

犯さないように踏みとどまれるよう法律知識の普及ということに尽力す

る必要がある。

オ 次回の協議テーマについて

次回の協議テーマは，

「裁判所が国民にとってより身近な存在となるための方策について」

・ 裁判所からの広報活動はどうあるべきか。

市町村を通じての広報活動の在り方

ホームページを用いた広報の在り方

・ 裁判所は学校教育にどのように関わるべきか。

中高校生向けの模擬裁判，法廷傍聴，出張講義など

・ 裁判所は地域社会にどのように関わるべきか。

各種団体からの法廷傍聴の申入れに対する対応など

・ その他

とする。

５ 次回期日

次回期日は，平成１６年６月７日（月）午後１時３０分から同３時３０分まで

とする。


